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研究成果の概要（和文）：古風土記には、記紀万葉集とは異なった記述が多々見られる。それ

らは、随筆や紀行文等の後世文芸に突如出現するとされてきた要因とも通じる。このように特

異かつ、文芸史上重要な古風土記が生成する背景について、風土といった側面から研究した。

都では経験し得ない風土が、特異な記述を生み、さらに中央の文芸に影響を与える。その背後

には表面上では見えてこない文芸的な連携（駅家・ミヤケ・軍団等を通じた文芸サイクル）が

あることを想定した。 
 
研究成果の概要（英文）：In Fudoki, different types of descriptions are frequently observed from Kojiki 

and Nihonshoki and Manyoshu.  The descriptions of Fudoki and Kojiki share common characteristics 

with that of essays and travel writing in later eras (the characteristics emerged all of a sudden in the 

eras). The present study investigated, with reference to the climate, the background which hatched 

Fudoki which are regarded as unique and important in the field of literature.  The type of climate which 

the people in the capital did not experience hatched the unique characteristics of the descriptions and 

also influenced the literature in the capital.  It is assumed that behind them existed an invisible literary 

linkage―the literary cycle by Umaya, Miyake and cops and so forth. 
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１．研究開始当初の背景 
（１）風土記の特異性を考える場合、中央の
文芸にはない要因を想定する必要がある。本
研究では、地方の風土が大きく影響している
と考えた。 
（２）風土を調べるためには、実地調査（民
俗行事・地形・生活等の調査）を行う必要が
あった。 
（３）しかし、開発や過疎化によって地形が
破壊され、生活が変化して民俗行事も廃絶の
危機にあり、調査の緊急性が生じた。 
（４）また上記（２）を行うにあたり、研究
費が必要となったが、大学予算ではまかなえ
ず、科学研究費を申請した。 
２．研究の目的 
（１）風土という観点から風土記を捉える。 
（２）風土を多角的に捉える。 
（３）風土記を他地方・中央文芸・後世文芸・

中国文芸と対比させながら相対的に捉え
る。 

３．研究の方法 
（１）事前の資料収集 

①地図 
②地方図書 
③関係論文 

（２）実地調査 
①地形観察 
②民俗行事調査 
③聞き取り調査 
④地元研究者との情報交換 

（３）地元での資料収集 
  ①図書館調査 
  ②博物館調査 
  ③行政資料調査 
  ④地元研究誌調査 
（４）資料の分析 
  ①収集資料の信憑性の検討 
  ②聞き取り内容と文献との突き合わせ 
  ③地形・風土の地図上での確認・検討 
（５）他地域との比較 
  ①周辺地域との比較検討 
  ②類似地形との比較検討 
  ③類似習俗との比較検討 
（６）他作品との比較検討 
  ①他風土記との比較 

②古事記・日本書紀との比較 
  ③万葉集との比較 
  ④他、木簡等資料との比較 
（７）後世文芸作品との比較検討 
  ①物語との比較 
  ②和歌との比較 
  ③紀行文・随筆との比較 
  ④中近世作品との比較 
（８）中国文芸との比較検討 
  ①古代中国歴史書との比較 
  ②古代中国詩文との比較 

（９）総括 
  時間的・空間的な比較を通した相対化 
４．研究成果 
（１）風土記を生成させる風土性が理解でき

た。 
①播磨国の開拓地性（古代から続く開墾に
伴う競争心と文化の向上） 

②出雲国における国家宗教の影響（出雲大
社を中心とした国家神話の浸透と統制） 

③常陸国の情報伝達ルート（鹿島と国府を
中心としたヤマトタケル伝承の流布） 

④豊前国の文化交流性（瀬戸内の言語・文
化との共通性及び大陸文化との交流地
点） 

⑤肥前の独自文化（筑後平野を中心とした
独自の文化形成と、外国との交流） 

（２）記紀万葉との相違点が理解できた。 
①中央官僚の旅人的な視点（派遣された国
司が初めて見る光景への驚きが、「在」
等の表現方法に表れている。） 

②国家に介入されない「我」の自覚（地理
的に都と離れて、自治的な雰囲気と接触
することよって、国家に制約されない見
方を獲得することが、評価・推測記述と
なって表れている。） 

③宗教者の原体験等の古層文化（祟りによ
り河川が氾濫し、水域が平野一面に広が
ったときにおける、鎮め祀るシャーマン
と荒れる神とが交信した形跡を「神在
型」等にうかがうことができる。） 

④軍団・駅家等、地方の文化拠点（中央と
独自に直接交流し、地方文芸の発信地と
しての軍団・駅家・ミヤケの重要性） 

⑤中央との情報交換ルート（国司・駅使・
駅子・僧侶等が、公務と離れて地域住民
と交流する文芸サロンが存在した） 

（３）後世・中国文芸との関係性 
①紀行文との表現の類似（旅人が、大きな
景を見て、次第に小さな景へと焦点化し、
興味をもった時点で、土地人の語りが始
まる、という記述は紀行文と通じる表現
である。） 

②随筆における評価・推測記述との類似
（古代の語りは、登場人物に同化すると
いう方法を用いたが、対象物から一歩離
れた客観的な視点を風土記の筆録者は
持っている。これは随筆作者の視点のあ
り方と同じであった。） 

 ③漢文脈とは異なる和文脈の成立（漢文で
は「主語＋在」「有＋主語」の語順が守
られるが、風土記には「在＋主語」「主
語＋有」の例が多々見られる。これは語
順を重視した和文化の先蹤と言える。 

（４）上記、（１）～（３）を踏まえて、特
定の風土から生成した表現が、中央との
情報ルートによって中央に運ばれて、後



世文芸を生成する契機となり、さらに中
央で加工された表現が再び地方にもた
らされて新表現が生成する、というよう
に循環する文芸サイクルが想定できた。 

      文芸サイクル     
      →    → 
 

地方文芸        中央文芸 
 
     ←      ← 
         ↓ 

後世文芸 
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